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針葉樹大径材を有効利用するための研究を実施しています

１　
は
じ
め
に

　

岩
手
県
林
業
技
術
セ
ン
タ
ー
で
は
、
本

年
度
か
ら
針
葉
樹
大
径
材
を
有
効
利
用
す

る
た
め
の
研
究
課
題
を
ス
タ
ー
ト
し
て
い

ま
す
。
今
回
は
課
題
化
の
経
緯
と
課
題
の

概
要
、
こ
れ
ま
で
の
取
組
内
容
に
つ
い
て

紹
介
し
ま
す
。

２　
課
題
化
の
経
緯

（
１
）
針
葉
樹
資
源
の
現
状

　

本
県
の
針
葉
樹
人
工
林
の
資
源
状
況
は

樹
種
別
で
は
、
ス
ギ
と
ア
カ
マ
ツ
の
資
源

量
が
多
く
、
齢
級
別
に
み
る
と
10
齢
級

（
46
〜
50
年
生
）
に
ピ
ー
ク
を
持
つ
分
布

（
図
１
）
と
な
っ
て
お
り
、
今
後
資
源
構

成
が
高
齢
級
側
に
推
移
す
る
と
、
直
径
40

㎝
を
超
え
る
大
径
材
の
生
産
量
は
増
加
し

て
い
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

（
２
）
大
径
材
利
用
の
現
状

　

平
成
30
年
の
本
県
の
素
材
生
産
量
は
、

製
材
、
合
板
、
木
材
チ
ッ
プ
と
し
て
約

１
２
３
万
㎥
が
生
産
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ

に
加
え
て
燃
料
用
木
材
が
生
産
さ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
本
県
は
集
成
材
工
場
が
多

い
こ
と
か
ら
、
製
材
品
の
多
く
を
占
め
る

建
材
用
の
９
割
が
板
・
挽
割
り
と
な
っ
て

い
ま
す
【
岩
手
県
の
木
材
需
給
と
木
材
工

業
の
現
況
（
平
成
29
年
次
実
績
）
よ
り
】。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
今
後
増
加
が

予
想
さ
れ
る
大
径
材
に
つ
い
て
は
、
一
部

の
優
良
材
（
役
物
）
は
需
要
が
堅
調
で
す

が
、
並
材
の
需
要
は
低
迷
し
て
い
ま
す
。

　

需
要
が
低
迷
し
て
い
る
要
因
と
し
て

は
、
①
量
産
工
場
が
中
小
径
材
の
加
工
に

特
化
し
た
設
備
構
成
と
な
り
、
大
径
材
に

対
応
し
て
い
な
い
こ
と
、
②
大
径
材
に
対

応
し
た
加
工
設
備
を
有
し
て
い
る
工
場
で

も
、
多
く
は
設
備
が
老
朽
化
し
、
求
め
ら

れ
る
製
材
精
度
が
担
保
で
き
な
い
こ
と
、

以
上
の
こ
と
か
ら
、
大
径
材
を
扱
う
環
境

が
整
っ
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
大
径
材
の

材
質
（
強
度
や
乾
燥
特
性
）
が
不
明
で
、

加
工
ノ
ウ
ハ
ウ
の
蓄
積
が
少
な
い
こ
と
が

考
え
ら
れ
ま
す
。

（
３
）
他
県
に
お
け
る
研
究
の
状
況

　

大
径
材
の
利
用
促
進
は
全
国
的
な
課
題

と
な
っ
て
お
り
、
他
県
で
は
大
径
材
を
用

い
た
心
去
り
平
角
材
・
正
角
材
の
製
材
方

法
や
乾
燥
方
法
に
関
す
る
研
究
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
大
径
材
製

材
の
課
題
と
し
て
、
製
材
時
に
丸
太
内
の

応
力
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
、
製
材
品
が
曲

が
っ
て
し
ま
う
こ
と
や
、
心
去
り
材
は
人

工
乾
燥
す
る
と
き
に
心
持
ち
材
に
比
べ
、

曲
が
り
が
大
き
い
た
め
、
通
常
よ
り
多
く

の
※
歩
増
し
量
が
必
要
と
な
る
こ
と
が
挙

げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

３　
研
究
課
題
の
概
要

　

大
径
材
加
工
に
対
応
し
た
設
備
が
少
な

い
一
方
で
、
板
材
生
産
の
ノ
ウ
ハ
ウ
が
蓄

積
さ
れ
て
い
る
本
県
の
製
材
業
界
の
実
情

を
踏
ま
え
、
大
径
材
を
板
材
と
し
て
利
用

す
る
た
め
の
研
究
を
本
年
度
か
ら
５
年
間

で
実
施
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

本
課
題
で
は
、
ス
ギ
・
ア
カ
マ
ツ
大
径

材
か
ら
製
材
さ
れ
た
ラ
ミ
ナ
を
含
む
板
材

の
強
度
や
、
乾
燥
方
法
に
つ
い
て
調
査
を

行
い
、
集
成
材
や
Ｃ
Ｌ
Ｔ
等
へ
の
利
用
適

性
の
評
価
や
、
人
工
乾
燥
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

の
開
発
に
取
り
組
む
予
定
で
す
。

４　
こ
れ
ま
で
の
取
組
内
容

　

現
在
、
岩
手
県
産
ス
ギ
大
径
材
（
末
口

短
径
37
〜
48
㎝
、
材
長
４
ｍ
、
末
口
年
輪

数
37
〜
70
）（
写
真
１
）
を
写
真
２
の
よ

う
に
た
い
こ
挽
き
し
、
側
板
と
た
い
こ
材

か
ら
ラ
ミ
ナ
を
製
材
し
、
以
下
の
実
験
を

行
っ
て
い
ま
す
。

（
１
）
大
径
材
の
丸
太
内
の
強
度
分
布

　

大
径
材
か
ら
集
成
材
等
を
製
造
す
る
に

は
、
製
材
さ
れ
る
ラ
ミ
ナ
の
強
度
分
布
を

把
握
し
て
お
く
こ
と
が
重
要
で
す
。
そ
こ

で
、
ラ
ミ
ナ
の
採
材
位
置
と
強
度
の
指
標

で
あ
る
動
的
ヤ
ン
グ
係
数
（
図
２
）
の
関

係
に
つ
い
て
実
験
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の

結
果
、
ラ
ミ
ナ
の
動
的
ヤ
ン
グ
係
数
は
、

髄
か
ら
樹
皮
側
に
採
材
位
置
が
変
化
す
る

の
に
伴
い
、
強
度
の
高
い
方
へ
分
布
が
変

化
し
ま
し
た
（
Ａ
、
Ｂ
）。
ま
た
、
髄
か
ら

80
㎜
以
上
離
れ
る
と
強
度
の
低
い
ラ
ミ
ナ

は
減
少
し
、
ラ
ミ
ナ
の
強
度
は
類
似
し
た

分
布
を
示
し
ま
し
た
（
Ｃ
、
Ｄ
、
Ｅ
）（
図

３
）。
こ
の
結
果
は
、
ス
ギ
丸
太
内
の
強
度

分
布
は
髄
に
近
い
ほ
ど
弱
く
、
遠
ざ
か
る

と
髄
付
近
よ
り
高
い
値
で
安
定
す
る
と
い

う
既
往
の
研
究
成
果
に
類
似
し
て
い
ま
し

た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
丸
太
の
径
級
が
大

き
く
な
る
ほ
ど
、
強
度
が
髄
付
近
よ
り
も

高
い
値
で
安
定
し
て
い
る
ラ
ミ
ナ
の
枚
数

は
増
加
す
る
た
め
、
大
径
材
は
集
成
材
製

造
へ
の
適
性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

（
２
）
板
材
の
製
材
歩
留
ま
り

　

今
回
の
実
験
で
は
、
先
細
り
に
な
っ
て

い
る
ウ
ラ
ゴ
ケ
材
が
丸
太
の
多
く
を
占
め

て
い
た
こ
と
や
、
試
験
目
的
の
製
材
と
い

針
葉
樹
大
径
材
を
有
効
利
用
す
る
た
め
の

研
究
を
実
施
し
て
い
ま
す
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う
こ
と
も
あ
り
、
丸
太
１
本
当
た
り
の
製

材
歩
留
ま
り
は
28
〜
56
％
と
な
り
ま
し
た

が
、
実
際
の
工
場
で
製
材
す
る
場
合
の
製

材
歩
留
ま
り
は
、
今
回
の
結
果
よ
り
も
向

上
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

５　
今
後
の
取
組

　

今
後
は
、
ラ
ミ
ナ
の
曲
げ
強
度
性
能
等

に
つ
い
て
の
実
験
を
行
い
、
集
成
材
等
へ

の
利
用
適
性
に
つ
い
て
の
検
討
や
、
乾
燥

方
法
に
つ
い
て
調
査
す
る
予
定
で
す
。
ま

だ
研
究
は
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
す
が
、
大

径
材
が
有
効
利
用
さ
れ
る
よ
う
に
取
組
を

進
め
て
行
き
ま
す
。

　

※
乾
燥
に
よ
る
収
縮
や
狂
い
の
修
正
を

見
込
み
、
仕
上
げ
た
い
寸
法
よ
り
も
幅
や

厚
さ
を
数
％
大
き
く
製
材
す
る
こ
と
。
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業
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ギ・アカマツ人工林の齢級別面積
（林野庁 森林資源の現状 平成29年度）
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図3 ラミナの製材位置と動的ヤング係数の関係
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図３　ラミナの製材位置と動的ヤング係数の関係

図１　岩手県内の針葉樹人工林の齢級別面積
（林野庁　森林資源の現状　平成29年度）

写真１　スギ大径材

FFT

マイクロフォン

FFTアナライザ
：振動数を計測する機械

ラミナ

プラスチックハンマ

動的ヤング係数：非破壊で簡単に測定できる強度の指標。
ラミナの木口を打撃したときの振動数（Hz）とラミナの密度
（kg/m³）から動的ヤング係数を計測。

図２　動的ヤング係数の測定方法

写真２　ラミナの木取り

髄 髄からの距離


